
物
体
、
き
の
こ
か
ら
三
種
の
新
種
、
六
種

の
日
本
新
産
種
を
含
む
四
、六
〇
〇
株
を

分
離
し
ま
し
た
。

二
、
菌
類
が
生
産
す
る
物
質
の
生
理
活
性

を
調
べ
る
た
め
に
、
菌
類
の
培
養
抽
出
物

を
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
保
存
し
て
い
ま

す
。
そ
の
数
は
一
万
六
、〇
〇
〇
サ
ン
プ

ル
を
超
え
ま
し
た
。

三
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
約
九
万
の
サ
ン
プ

ル
を
調
べ
た
結
果
、
四
〇
〇
個
の
サ
ン
プ

ル
に
興
味
あ
る
活
性
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
現
在
検
討
中
で
す
。

【
第
二
研
究
室
】

一
、
菌
類
の
培
養
物
か
ら
、
医
薬
品
・
農

薬
と
し
て
利
用
可
能
と
思
わ
れ
る
生
理
活

性
物
質
の
単
離
精
製
を
行
っ
て
い
ま
す
。

化
合
物
の
発
見
を

め
ざ
し
て
、
国
立

研
究
所
、
大
学
、

国
内
外
の
企
業
と
、

新
規
生
理
活
性
物

質
探
索
の
共
同
研

究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年

度
よ
り
微
生
物
利
用
の
中
流
域
に
も
研
究

活
動
の
幅
を
広
げ
、
代
謝
産
物
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
構
築
、
早
期
に
化
合
物
の
新
規
性
を

判
定
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
（
デ
レ
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
）
開
発
、
微
生
物
の
酵
素
を
利
用

し
た
バ
イ
オ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
に
も
着
手
し
ま
し
た
。
本
施
設
は
第
一

研
究
室
と
第
二
研
究
室
か
ら
組
織
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
第
一
研
究
室
】

一
、
緑
豊
か
な
玉
川
学
園
敷
地
内
か
ら
興

味
深
い
菌
類
を
数
種
分
離
し
、
ま
た
津
軽

地
方
か
ら
は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
北
方
特

有
の
菌
類
を
分
離
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
八

丈
島
や
関
東
各
地
で
採
集
し
た
土
壌
、
植

た
。
そ
の
新
た
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

お
も
な
研
究
活
動

未
知
生
物
遺
伝
資
源
と
し
て
の
菌
類

（
カ
ビ
）
を
用
い
た
医
薬
・
農
薬
の
リ
ー
ド

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
昨
年
度
ま
で
、

学
術
研
究
所
・
応
用
生
命
科
学
研
究
施
設

の
一
部
門
と
し
て
研
究
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
よ
り

菌
学
応
用
研
究
施
設
と
し
て
独
立
し
ま
し

新しい菌類の
発見と

開発を求めて
～菌学応用研究施設～

学術研究所教授

奥田 徹

研究所だより

学

術

研

究

所

全人教育研究施設

ミツバチ科学研究施設

知能ロボット研究施設

量子情報科学研究施設

脳科学研究施設

応用生命科学研究施設

菌学応用研究施設

人文科学研究施設

言語情報文化研究施設

心の教育実践センター



究
者
を
対
象
と
し
た
情
報
交
換
の
場
を
設

け
て
い
ま
す
。
海
外
の
一
流
企
業
、
バ
イ

オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
研
究
者
・
経
営
者
を
招
待

し
、
こ
れ
ま
で
す
で
に
八
回
を
開
催
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
大
変
好
評
で
、
三
〇
〜
七

〇
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も

定
期
的
に
開
催
し
て
微
生
物
応
用
研
究
の

輪
を
広
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
、
今
年
度
は
経
済
産
業
省
の
「
バ
イ
オ

人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
」
の
委
託

を
受
け
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
人
材
育

成
の
推
進
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
本
事
業

は
、
①
バ
イ
オ
分
野
に
お
け
る
ス
キ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
お
よ
び
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
策
定
し
、
②
バ
イ
オ
分
野
に
お
い
て
、

真
に
必
要
と
す
る
ス
キ
ル
を
備
え
た
人
材

を
効
果
的
に
育
成
し
、
即
戦
力
と
し
て
輩

出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
研
究
施
設
は
、
独
立
行
政
法
人
製
品

評
価
技
術
基
盤
機
構
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
本
部
生
物
遺
伝
資
源
部
門
の
協
力
を
得

て
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
二
〇
〇
三
年
六

月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
実
施
し
、
盛
会

で
し
た
。

最
新
の
Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ｓ
（
高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ

ラ
フ
ィ
ー
装
置
と
質
量
分
析
装
置
を
あ
わ
せ
た
装
置
）

を
用
い
、
微
量
の
試
料
を
液
体
ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
っ
て
分
画
し
、
そ
の
ま

ま
化
合
物
の
分
子
量
、
紫
外
・
可
視
領
域

の
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル
を
測
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
デ
ー
タ
を
既
存
の
代
謝
産
物
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅

速
に
目
的
化
合
物
が
新
規
か
ど
う
か
の
判

定
が
行
え
ま
す
。
こ
の
結
果
、
わ
が
国
の

土
壌
か
ら
分
離
さ
れ
た
菌
類
二
株
か
ら
少

な
く
と
も
八
個
の
抗
カ
ビ
活
性
あ
る
い
は

細
胞
生
育
阻
害
活
性
を
示
す
新
規
な
化
合

物
を
発
見
し
ま
し
た
。

二
、
微
生
物
酵
素
を
応
用
し
て
、
化
学
構

造
を
変
換
し
て
新
し
い
化
合
物
を
創
製
し

た
り
、
環
境
汚
染
に
関
係
す
る
物
質
を
分

解
さ
せ
た
り
す
る
研
究
、
す
な
わ
ち
環
境

浄
化
に
役
立
つ
研
究
に
も
着
手
し
ま
し
た
。

研
修
と
教
育
活
動

一
、
微
生
物
資
源
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
年

二
回
開
催
し
、
企
業
な
ど
同
じ
分
野
の
研

研究所だより

第二研究室の最新機器、LC／MS

津軽地方の泥炭から分離された不完全菌、Conioscypha sp.

玉川学園敷地内で見つけた食用のアミガサタケの一種、
Morchella sp.


